








































































































折帖 1 帖 縦 21.8
































































列帖装 1 冊 縦 16.6 ×横 18.8 ㎝ 文庫 30
A77
















袋綴 10冊 縦 27.1×横 19㎝ 文庫 30 A80


























































































琢 ( 1574- 1636) か
ら 東 井 坊 寛 佐




















































折本 1 帖 縦 27.5 ×



























































































































































列帖装 55冊 縦 22.5×横 18㎝ 文庫 30 A2









列帖装 54冊 縦 25.0×横 18.5㎝ 文庫 30 A3











列帖装 1 冊 縦





















参考出品：『日本大学蔵源氏物語』第 2巻八木書店 , 1994.11
２４袖珍本源氏物語

















袋綴 60冊 縦 26.9×横 19.1㎝ 文庫 30 A7
承応 3 年（1654）刊。山本春正(1610-82)編。
源氏物語(54冊 桐壺-夢浮橋). 山路の露(1冊).
源氏目案(3冊 巻第 1-7). 源氏系図(1冊). 源氏












袋綴 55冊 縦 28×横 19.6㎝ 文庫 30 A14






































袋綴 60 冊 縦 27.4 ×横







本）1 冊、年立 2 冊、表


















































































袋綴 1 冊 縦 14.3


























































縦 26.2 ×横 18.5





















縦 27.6 × 横
19 ㎝ 文庫
30 A213
承 応 3 年
（1654）頃の
成立。野々口
立 圃 ( 1595-
















































袋綴 6冊 縦 25.5×横 17.4㎝ 文庫 30 A222
宝永 4 年(1707)



















れている。本書の挿絵は第 1 冊に 4 図（うち見開き 1 図）、第 2 冊以降それぞれ 5





袋綴 17冊 縦 23.1×横 16㎝ 文庫 30 A219
享保 11 年(1726)
刊。俗解 6巻 5冊、
若草 6 巻 4 冊、雛
鶴 6 巻 5 冊、紅白

















に刊行したもの。挿絵は『俗解』26 図（うち見開き 6 図）、『若草』29 図（うち見
開き 6図）、『雛鶴』25図（うち見開き 7図）、『紅白』21図（うち見開き 6図）、計 101
図。絵入源氏物語などの構図を踏襲しつつ、躍動感溢れる絵となっている。
３９紫文蜑之囀
袋綴 5冊 縦 26.7×横 18.4㎝ 文庫 30 A212
享保 8 年(1723)刊。多賀半七著。『源氏物語』の絵入り俗語訳。桐壺巻から空蝉巻
までを所収しており、語句の解説に頭注を付記し、物語内の和歌に解説を付する。
本書の挿絵は「摘趣」に見開き 1 図、桐壺・箒木本・箒木末それぞれ 5 図（うち見




































袋綴 3 冊 縦 23 ×横

















































































折帖 1帖 縦 25.3×横 21.1㎝ 文庫 30 B425
江戸前期写か。甫正画・品田入山ほか筆との伝承を有する。外箱の札に「白描 古




























































































袋綴 38 冊 (合 76
冊) 縦 17.5 ×横
12㎝ ヘ 13 4274
文政 12 年‐天保
13年（1829-42）刊。
柳 亭 種 彦
（ 1783-1842）著、




















参考出品：偐紫田舎源氏 4編草稿 ほるぷ出版 , 1983.4
５０其由縁鄙俤
袋綴 46 冊 縦 17.8
×横 11.8 ㎝ 文庫
30 A260






















袋綴 26 冊 縦 17.8





















袋綴 34 冊 縦 17.8
×横 11.7 ㎝ 文庫
30 A347
文久 4 年-明治 3 年


















袋綴 8 冊(合 16
冊 ) 縦 17.7 ×
横 11.8 ㎝ 文庫
30 A264






















袋綴 8 冊(合 30 冊) 縦
17.9 ×横 11.9 ㎝ 文庫
30 A263







































編表紙 ヘ 13 4274
５６吾妻源氏若菜之巻










3枚続 縦 36.8×横 75.1㎝ 文庫 30 B111










折帖 1帖 25.3× 17.5cm 文庫 30 B1
江戸末期刊。一陽斎豊国（歌川国貞（初世））画。笠亭仙果跋。嘉永 5・嘉永 6・安









参考パネル：偐紫田舎源氏 4・5編 ヘ 13 4274
- 46 -
５９似世紫浪華源氏
前編は折本 ,後編は施風葉、2 冊 前編
縦 17.2 ×横 8.4 ㎝ 後編縦 18 ×横 8.4





















袋綴 1冊 縦 18×横 12.2㎝ 文庫 30 A361
弘化 3 年（1846）序。淫水亭開好著。後編序文に「ひ大きなるうまのはつ春」とあ


























































仮綴 1 冊 縦 28.2 ×横










































袋綴 1 冊 縦 17.5 ×横























1 枚 縦 37.4 ×横 49.7 ㎝
文庫 30 A388
刊年未詳（明治以降）。

















3枚続 縦 37×横 74.1㎝ 文庫 30 B7
江戸末期刊。極の丸印のみ。天保末年あたりか。『偐紫田舎源氏』の挿絵を描いた
歌川国貞（初世）によるものだが、『田舎源氏』由来のものではなく、それ以前の
源氏絵の伝統に沿ったもの。光源氏が碁を打つ空蝉と軒端荻の様子を垣間見るとい
う、「空蝉」巻での有名な場面を描く。画面中央には空蝉の弟である小君と光源氏
が描かれる。画面右部分では碁を打っている女性が描かれているが、紫の単襲を着
ている人物が空蝉で、それに向かい合っている者が軒端荻。背景には、前巻「帚木」
において描写された遣水や前栽といった紀伊守邸の庭園の様子も描かれている。
